












はじめに 

前年度までにラットを用いて,その成熟仔,IUGR仔,17日目,19日目の未熟仔について,低酸

素負荷を加えたときの脳血管パターンについて観察を行った。その結果妊娠 17 日目の未熟

仔に低酸素負荷を加えたときにはかなりの脳血管パターンに変化がみられ,一部脳室内出

血も認められた。この原因として脳血管構築の未熟性が考えられた。そこで本年度は未熟

脳の本態を知るために,未熟児脳の出血部位として重要な上衣下層について胎齢に伴う変

化,ならびにこれらに低酸素負荷を加えたときの変化を電顕的に観察し,さらに胎仔脳内の

グリコーゲン代謝について胎齢ごとに検討を加えた。 

1)ラット胎仔上衣下層の変化 

Wistar 系妊娠ラットを用いて胎仔に低酸素負荷を加えてのち,脳上衣下層の変化を電顕的

に観察した。 


